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01 数理情報科学講座
　数理科学において、主に解析学的な手法を用
いて、さまざまな現象の変動過程の数理構造の
解明をめざすとともに、情報科学において、理
論と応用の両面から探求を行います。数理科学
においては、常微分方程式、偏微分方程式、確
率微分方程式、確率過程、離散力学系、複素力
学系、カオス・フラクタル理論などを用いて記
述されるさまざまな数理的現象を解析します。
　情報科学においては、機械学習、データサイ
エンス、メディア情報処理についての理論と応
用、またパズル・ゲームの数理、量子計算など
の諸問題について探究します。さらに、プログ
ラミング言語理論、数理論理学、証明支援系、
圏論、記述集合論などを通じて、計算の本質、
特に数学の中に現れる計算概念に関して追究し
ます。

02人間・社会・思想講座
　人間は世界や他者、そして自己自身と関わり
つつ社会を構成して生きる存在ですが、言語も
思想も人間の産み出したものとして事後的に付
加されるだけのものではありません。それらは
むしろ人間自身と社会との関わりを根本から規
定し、性格づけるものです。当講座は、言語と
思想を持ち社会的な存在でもある人間、および
人間と社会との相互交渉について、根源まで
遡って原理的な究明を行います。また、原理的
究明を踏まえて個別の社会のあり方や社会内の
人間の具体的行動や発達の詳細、さらには病理
的なあり方まで視野に収めて実証的研究を展開
するとともに、その研究の実践への応用を試み
ます。

03芸術文化講座
　本講座は、イギリス・アメリカを起点として
世界に広がる英語圏文学、ドイツ語圏、フラン
ス語圏、イタリア語圏など、多言語文化を基盤
とするヨーロッパの文学、さらにはヘブライ文
学を視野に入れ、芸術の本質と未来の可能性を
探求します。小説、詩、演劇などの文学作品か
ら映画、舞台芸術、音楽、美術まで、様々なジャ
ンルの創造行為を対象とします。文化的・社会
的・思想的背景に留意しつつ、個々の作品をダ
イナミックで立体的なものとして浮かび上がら
せるため、文芸批評、演劇理論、映画理論、芸
術哲学を学びます。ローカル・グローバルの両
側面に光を当てることによって個々の作品の特
殊性と普遍性を解明し、異なる文化の共生を模
索します。

04認知・行動・健康科学講座
　認知・行動・健康科学講座では、神経科学、
認知科学、心理学、生理学、運動科学、健康科
学、運動医科学、精神医学などのさまざまな学
問を基盤として、精神と身体が担う諸機能のメ
カニズム、発達過程、形成方法に関する基礎的
研究と、健康づくりやスポーツ活動に関する実
践的研究を行います。さらに、加速する情報化
社会、生命・文化の多様化、人と機械の共生の
あり方など、社会の変化にともなう人類の諸課
題についての総合的な研究および実践活動を展
開していきます。これらの成果をもとに、人類
が生命活動・健康・発達をより良く実現してい
くための方策と手段を探求します。

05言語科学講座
　言語は人間の最大の特質であり、さまざまな
知的な営みに欠かすことのできないものです。
本講座は、理論言語学、記述言語学、応用言語
学（教育・習得）の各領域を中心として、多角
的に言語の本質を理解するための研究を展開し
ています。理論言語学の領域では、生成文法、
認知言語学といった理論を用いて、言語の文法
や意味、人間の認知能力を明らかにしようとし
ています。記述言語学の領域では、さまざまな
言語の歴史的・地理的な変異や変種を調査・比
較し、言語の普遍性と多様性を探求しています。
応用言語学の領域では、外国語習得のメカニズ
ムやプロセス、外国語教育の課題や制度などを、
認知的・心理的・社会的観点から研究していま
す。

06東アジア文明講座
　東アジアの諸地域は、各地域が独自の文化を
発展させるとともに、地域間の活発な交流に
よって、全体として大きなまとまりをもつ政治
圏・経済圏・文化圏を作り上げてきました。こ
の講座では、日本語学・日本文学、中国語学・
中国文学、日本史・中国史、中国思想・朝鮮思
想といった専門研究領域を基礎としながら、こ
れらの学問領域を融合させて、東アジア諸地域
で育まれた言語・文学・歴史・思想を縦横に研
究し、西欧文明とは異なる東アジアの歴史・文
化・社会を総合的に解明することを目指します。

07共生世界講座
　持続可能な共生世界・共生社会の実現の可能
性とその難しさとに向き合いながら、共生の上
に成り立つ新たなコミュニティの構築に向けた
社会制度・社会関係のあり方を、多元的に考究
します。そのために、本講座では、国際関係・
外交関係、世界の諸地域の歴史・社会（アメリ
カ・ヨーロッパ・インド・中東・アフリカ等）、
経済・資本制システム、環境・資源、移民、労
働関係、公共政策・民主主義、メディア、憲法・
司法システム等、幅広い事象に着目します。政
治論・政策論・外交論・経済論・環境論・法律
論・社会論・歴史論・思想論等を、領域横断的
に相関させることにより、上記目的に寄与する
総合知を創出します。また、それを実践し、活
用できる人材を育成します。　

08文化・地域環境講座
　長い歴史のなかで育まれてきた固有の民族・
文化・地域・空間・景観の特性や居住の諸相を

「文化・地域環境」として捉え、その生成、展開、
保全の諸過程や現状を解明する講座です。文化
人類学、建築学・都市計画学、人文地理学といっ
たフィールド研究にもとづく学問分野を横断
し、文化・地域環境に関する基礎研究と実践研
究を統合した研究教育を行っています。都市開
発やまちづくり、地域活性化、文化遺産・景観
の保全と活用、異文化・地域間交流、地域課題
の解決に資する実務者・指導者・研究者を育成
します。

09物質科学講座
　当講座では、物質の基本構成要素である電子・
原子をはじめ、H2 や CO2 などの小分子から、
より複雑な有機・生体分子や 3 次元固体物質ま
で、サイズや次元が異なる多様な物質系につい
て、次のような研究を進めています。1）新し
い有機分子、ナノ材料、固体触媒、電池材料、
分子性結晶、光機能性材料の創成と機能の探求、
2）質量分析、核磁気共鳴、光電子分光、X 線
吸収分光、発光分光、トンネル顕微鏡などの各
種分析・測定手法の開発、3）高温超伝導、強
相関電子系、冷却原子系低次元物質などの新奇
物性現象の発見と発現機構の解明、4）光触媒・
光熱変換触媒、燃料電池、光機能性材料などの
エネルギー変換機構の解明

　自然と人間とがよりよく共存できる関係の構
築のために、宇宙や地球の過去・現在・未来、
地球の内部や表層と生物達との関係や、生物の
機能解明を目指した研究を行います。地球物理
学、地質学、古生物学、地球化学、惑星科学な
どの知識と手法を使って、惑星や衛星のできる
過程、地球の内部や表層の動き、物質や環境の
変化を調べます。また、生物同士の関係を調
べることによって、多様な生物が共存する仕組
みや生態系の安定性を探究します。さらに、生
物が環境に適応したりエネルギーを取り入れた
り変換する方法や、生物を含む自然の資源を健
全に利用するための方法を追究します。

10 地球・生命環境講座

京都大学

総合人間学部とは

　総合人間学部は、平成４年（���� 年）にそれまでの教養部を母体として設置され、

平成 �� 年（���� 年）からは、同じく教養部を母体として平成 � 年（���� 年）に

設置された大学院人間・環境学研究科と一体化して運営されている学部です。京都

大学においては �� 番目の最も新しい学部ですが、母体となった教養部は、明治２

年に創設された舎密局（せいみきょく）に始まり、洋学校、第三高等学校を経て設

立されており、他学部と異なる最も長い歴史を背景にしています。京都大学の「自

由の学風」も、この第三高等学校が一つの源であるとされています。これまでに �

千名を超える卒業生を世に送りだし、総合人間学部ならではのバランス感覚の優れ

た多様な卒業生が

各界で活躍しています。

　「総合人間学部」という名称は、本学部の研究・教育が、各専門分野に限定された

個別研究・教育を超え、自然と調和した人間の全体的形成を目標とすることに由来

します。学問が専門分野ごとに細分化され、深化してゆく一方で、社会の急激な変

化に伴って、新たに生まれた、あるいは深刻さを増しつつある諸課題に果敢に挑戦

していくためには、従来の学問領域の枠を超えて、異なる視点や方法論を組み合わせ、

新たな知識や解決策を探求することが求められています。これに応えるため、総合

人間学部は多彩な学際的アプローチや学術分野の垣根を越えて連携を深めてゆく「学

術越境」を重視し、学生に幅広い教養と深い専門知識を提供しています。本学部の

教員は、人文、社会、自然科学の広範な専門分野における学術研究に加え、京都大

学の全学生に向け教養教育・基礎教育・語学教育の授業も担当しています。総合人

間学部には「専門学術教育と高等普通教育」を柱とした第三高等学校の理念が、時

代に即して発展しながら脈々と受け継がれています。

　総合人間学部での学びは、他学部と大きく異なります。他学部が、専門性を高め

るための受動的な学びになりがちになるのに対して、総合人間学部では、能動的な

学びが求められます。知的関心の赴くままに自らが何を極めたいのかを本気で考え、

必要となる知識を主体的かつ計画的に補い、そして自らの知的な核となる専門性を

高めてゆく。さらに、ひとつの専門分野の枠組みに囚われることなく、柔軟で重層

的な思考力を養うため複数の学問領域について学ぶことになります。これらは決し

て容易なことではありませんが、総合人間学部の特徴を大いに活かし、自ら自分を

育てることを心掛けてください。
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No.2
座談会

No.1
OC動画

No.3
相談会

第一回　放映
11:05~11:30
第二回　放映
11:35~12:00
第三回　放映
12:05~12:30
第四回　放映
15:05~15:30
第五回　放映
15:35~16:00
第六回　放映
16:05~16:30

����OC版

総合人間学部紹介動画

総合人間学部棟
全体MAP

午前の部

11:05~11:45
11:50~12:30
午後の部

15:05~15:45
15:50~16:30

総合人間学部生の
受験・生活・進路について

午前の部

11:10~11:25
11:30~11:45
11:50~12:05
12:10~12:25

午後の部

15:10~15:25
15:30~15:45
15:50~16:05
16:10~16:25

学生と直接相談できる
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1B07
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総合人間学部棟の企画

No.�　OC 動画
例年大学一回生で制作する総合人間学部の紹介動画

No.�　座談会
総合人間学部生が受験・生活・進路など
様々なテーマを話します。

No.�　相談会
学生と直接、いろいろなことについて相談すること
ができます。

アンケートにご協力をお願いします
OC� � � � 来場者アンケート二次元コード - - - - - - - >

相談会については、以下の QR コードにて
WEB サイトにアクセスし、予約をすることが
できます。

（予約をしなくてもご参加いただけます。）

相談会の予約はこちらから - - - - - - - >


